
ポリウレタン加工を
している場合は加工名、
注意情報の記載

製造年の記載

消費者に
素材の特性などを紹介
（※デメリットを含む）

経時劣化する素材の特性、
劣化の状態の把握

リーフレットを
使ってクリーニ
ングで起こり得
る劣化の説明　　

素材の特性を
知った上で購入する

クリーニングに出す際、
購入時期が分かる場合は
伝える

経時劣化に
注意が必要な
素材への対応

ボンディング製品
圧着加工製品合成皮革
コーティング製品

経時劣化に注意が必要な素材ポリウレタンの注意事項

素材の特性を知って、衣生活を楽しみましょう！！
商品を買うとき、どこまで考えて買う？

着る時のこと、洗う時のこと、来シーズンのことなどなど・・・。

着用後のメンテナンスのことも考えて購入しましょう。
購入する際は、 縫い付けタグや下げ札
（アテンションタグ）などを確認して
みてください。

取り扱いや素材など分からないことは、
購入時に店員さんに聞いてください。

洗い方や素材の状態など気になったら
クリーニング店に聞いてみてください。

合成皮革はこんな場合、劣化が始まってます！！
爪で押して跡がくっきり！！

引っ張ってみて穴がプツプツ！！
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素材のことや、洗い方、取り扱う時の注意事項など様々な情報が書いてあります。

P o l y u r e t h a n e
3

経時劣化とは・・・着用年数や使用頻度に関わらず、
時間の経過によって劣化が進んで
いくことを指します。（製造から2～3年で劣化）


